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 いつもお世話になっております。 

さて、本日開催の日本医師会新型コロナウイルス感染症対策本部会議で、「新型コ

ロナウイルス感染症発生下における日本医師会会内委員会等の開催について」を、別

添のとおり確認いたしましたので、ご参考までにお送りいたします。 

貴会におかれましては、本件の内容をご確認いただきますとともに、貴会管内の郡

市区等医師会への周知について、ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

【問合せ先】 

日本医師会総務課 

TEL：03-3942-6477 

FAX：03-3946-6295 

e-mail：soumu@po.med.or.jp 
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新型コロナウイルス感染症発生下における日本医師会会内委員会等の開催について 

 

 

１．目的・趣旨 

日本医師会会内委員会等（以下、「会内委員会等」という。）を開催するに当たり必

要な事項を共有し、新型コロナウイルス感染症の感染防止と会内委員会の円滑な開催

との両立を図る。 

 会内委員会等とは、会内委員会のほか、都道府県医師会担当理事連絡協議会や各種

式典・講演会等、日医主催により日医会館内で開催する全ての会議のことをいう。 

 

２．対象 

新型コロナウイルス感染症発生下（新型コロナウイルス対策本部が必要と認める期

間）において開催する会内委員会等。 

 

３．具体的な感染症対策 

（１）テレビ会議システムを用いて会内委員会等を開催する場合 

  出席者に対して、テレビ会議システムの各利用先（都道府県医師会等）における

感染症対策に則り、感染防止に十分注意するよう周知する。各利用先で、特段の感

染症対策が示されていない場合は、本項「（２）テレビ会議システムを用いずに会内

委員会等を開催する場合」に準じた対応を取るよう徹底する。 

なお、日医会館に来館の上、会内委員会等に出席する者があるときは、本項「（２）

テレビ会議システムを用いずに会内委員会等を開催する場合」に準ずるものとする。 

  

（２）テレビ会議システムを用いずに会内委員会等を開催する場合 

１）テレビ会議システムを用いず、日医会館に来館の上、会内委員会等を開催す

る場合は、以下の感染症対策を徹底する。 

① 健康状態の確認 

事前のセルフチェックによる発熱等の症状がある場合は、会議に出席しないよ

う徹底する。過去 2 週間以内に発熱や感冒症状で受診や服薬等をした者や感染

が拡大している国や地域への訪問歴が 14 日以内になる者も同様とする。 

② マスク着用 

会議中は原則としてマスクを着用する。マスクを忘れた出席者には、マスクを

提供し、必ず着用してもらう。 

③ 手指消毒 

会議室に手指消毒液を設置し、会議の開始及び終了時に手指消毒を徹底する。 

④ 換気 

会議室の窓やドアを開ける等、十分な換気を徹底する。 
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⑤ レイアウトの工夫 

可能な限り対面を避け、出席者同士が接近しないよう社会的距離に十分に配慮

する。 

⑥ マイク 

マイクを使用する場合は、出席者ごとに準備し、他の出席者との共同利用は行

わない。マイクの不足等が原因で、出席者全員に行き渡らない場合には、使用

ごとの消毒を徹底する。 

⑦ 会内委員会等の運営 

事前にメーリングリストを活用し委員の意見等を確認すること等を通じて、会

議時間の短縮等も含め、会内委員会等の効率的な運営を図る。 

 

２）一定規模以上の式典・講演会等のように、受付の設置や講師の招聘等を伴う

場合は、「３．（２）１）」のほか、以下の感染症対策を徹底する。 

① 体温測定 

必要に応じて、入館時に、サーモセンサー等により出席者の体温測定を行う。

37.5℃以上の出席者については、再度非接触型の体温計であらためて体温測定

を行い、再度 37.5℃以上の場合は、入館を認めず会議の出席を控えてもらう。 

② 受付 

社会的距離に十分配慮し、必要に応じて整列での受付等も検討する。受付（周

辺）に手指消毒液を設置し、手指消毒を徹底する。 

③ 講師の招聘（控室の使用） 

控室の窓やドアを開ける等、十分な換気を徹底する。講師が複数いる際は、社

会的距離にも十分に配慮する。 

④ 食事（昼食等） 

社会的距離の確保に十分配慮するとともに、対面での食事は行わない。食事を

短時間で済ませるために、軽食を用意する等の工夫を行う。会話はなるべく控

えてもらうように徹底する。 

⑤ エレベーター 

定員を 4 名程度に制限し、エレベーター内での会話を控えてもらうように徹底

する。 

⑥ フロアからの発言 

マイクを介した感染を防ぐため、フロアからの発言は原則として認めない。フ

ロアからの発言が避けられない場合は、スタンドマイク等を用い、使用ごとの

消毒を徹底する。 


